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はないちもんめ 

２年生の子どもたちがピロティで「はないちもんめ」をしていました。当然、参加です。だれが考え

た遊びでしょうね。単純なことですが、結構楽しかったりします。 

「いっしょに入れて。」といって女の子がやってきました。ふたば学級のお友だちもやってきました。小

野先生もやってきました。数が増えるとどんどん楽しくなっていきます。 

ところで、小野先生はじゃんけんがとても強いのです。負けたのは初めだけで、連戦連勝で私たちの

チームはどんどん数が増えていきました。 

秋の風が涼しいピロティでのひととき。素直で優しい子どもたちに取り囲まれて、良寛さんの気持ち

がちょっとわかったような気がしました。 

手紙 

 またまた２年生です。須磨の水族園にいっしょに行って来ました。子どもたちより早く出発して、武

庫之荘の駅で切符を買ったり、出入り口の開閉をお願いしたりしてきました。帰りも同じように早く出

発して、月見山の駅で同じようにしてきました。 

 翌日かその次の日か、ある女の子が手紙を持ってきてくれました。 

「えん足の日、体が大へんな中、みんながでん車にのりおくれないように、むじこで、たのしい思い出

をたくさんつくれるように一足先にえきでむかえてくださってありがとうございました。わたしは体が

じょうぶなのに、えきから近いので学校でしゅう合せずに、えきで合りゅうしたいとずっと思っていた

ことをはんせいしました。これからは校長先生のように思いやりの心とじょうぶな体にかんしゃして、

こまっているお友だちに自分ができることは何か考えられる人になろうと思いました。」 

 また、遠足の付き添いにはりきって行こうと思いました。 

舞台裏 

 少し前になりますが、武庫東まつりがありました。たくさんの保護者の皆様や武庫庄幼稚園の子ども

たちがやってきて、大盛況のうちに終わりました。その様子は、ご来校いただきました皆様にはおわか

りになると思いますが、ちょっと見ることができなかった所をお伝えします。 

 それは、祭りが始まる前のことです。体育館に集合して、お店の紹介や宣伝をする時間がありました。 

マイクなしで堂々と話す司会進行の子どもたちは、どの子もとても頼もしくみえました。会場の拍手

もとても大きなものでしたが、舞台の影で満面の笑みでパチパチ拍手をしている担当の先生の顔が印象

的でした。 

お店の宣伝は、学年の違う子どもがペアになってするのですが、楽しい、楽しい時間になりました。

ただ、しゃべるだけでなく、いろいろとパフォーマンスを見せてくれます。「来てくれないと…」「ダメ

よ～、ダメ、ダメ。」なんていうのもあったりして、聞いている子どもたちはみんなニコニコ顔です。 

みんな楽しそうな笑顔でそれぞれの教室に向かって帰りました。 
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